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羽田トンネル付近更新事業に関するお問い合わせ

〒101-0054 東京都千代田区神田錦町2-2-1 KANDA SQUARE 17F
TEL 03-6803-3770 /  受付時間（平日）10：00～17：00

更新・建設局 調査・環境課

長期の安全・安心を確保する「大規模更新・修繕事業」

　道 路構 造 物を長 期にわたり健全に保ち、ご 利用のお客さまに安 全・安心な道 路を提 供し続けるために、構 造 上・維 持管 理 上の問題や損傷
状 況を細かくチェックしながら、首都高速 道 路の大 規模 更 新・修 繕 事業を進めています。

凡例 Legend

※この他に大規模修繕実施箇所として76.5kmを選定
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1964年度

高速1号羽田線
（羽田トンネル）

開通

2025年度

都市計画変更告示（6月16日）

都市計画事業認可（12月15日）

事業説明会

道路の設計など 工事説明会 工事着手

完成

羽田トンネル付近更新事業



モータリゼーションの進展に伴い、羽田線の交 通 量は大幅に増加し、トンネル内

のサグに起因する慢性的な渋滞が発生しました。当時、数年後には羽田線に並行

する湾岸線の開通が予定されていたため、それまでの暫定的な渋 滞対 策として、

羽田トンネルバイパス路の整 備が検 討されました。このバイパス路は、造 船所や

漁船のための航路高確保と羽田空港の航空制限といった厳しい現場条件を満た

すため、高速 道 路としては極めて珍しい「可動橋」として建 設されました。湾岸線

が開通するまで 8 年間活躍したのち、現在は運用停止となっています。

Column

高速 1 号羽田線（以降、羽田線）の羽田トンネルは、東京オリンピック（1964）の開催にあわせて
空の玄関口である羽田空港と都心部を結ぶ重要な路線の一部として建設され、同年 8 月に開通
した首都高初の海 底トンネルです。開通から 60 年 以 上が 経 過した現在も、首都東 京における
交通の要衝としての役割を果たしています。
なお、かつては羽田線の渋滞対策として、羽田トンネルに並行する形で羽田トンネルバイパス路
が運用されていましたが、現在は湾岸線の開通に伴い運用停止となっています。
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羽田トンネルは建 設当時、海老取 川における船舶の航 行と、羽田空港の航 空制 限（高さ制 限）という双 方の制 約条 件を満たすため、海底トンネルとして
整備されました。
比較的浅い位置にトンネルを施工する際は、「開削工法」が一般的ですが、航路部においては船舶の航行への影響が懸念されることから、工期短縮を目的
として「沈埋工法」「ケーソン工法」を、それ以外の区間においては「開削工法」を採用しました。

トンネル部の補修・更新にあたっては、高速道路本線の長期間に及ぶ通行止や車線規制などが必要となりますが、本更新区間の交通量は 1 日約 9.6 万台
と多く、通行止等を行った場合の社会的影響は甚大であると想定されます。

そのため、工事中は運用停止中の羽田トンネルバイパス路（羽田可動橋を含む）のスペースに交通機能を確保するためのう回路を構築し、通行止等を行わ
ずにトンネル部の抜本的な対策を実施します。
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更新後は、う回路を上り線（高架 3 車線化）として本線運用し、羽田トンネルは下り線専用として運用することで渋滞の緩和を図ります。

路 線 名

事 業 区 間

延 長

⚪

⚪

⚪

高 速 1 号 羽 田 線

東 京 都 大 田 区 東 糀 谷 六 丁 目 ～ 東 京 都 大 田 区 大 森 南 五 丁 目

約 1 . 2 5 k m

：

：

：

5 車 線（ 上 り 3 車 線 、下 り 2 車 線 ）

第 2 種 第 2 級（ 道 路 構 造 令 ）

2 0 3 8 年 度

：

：

：

車 線 数

道 路 の 区 分

完 成 予 定 時 期

⚪

⚪

⚪

壁面補修

樋（とい）の設置こうした損傷に対し、これまでも日々点検・補修を行ってきましたが、現状の損傷状況を踏まえ、
100 年先の未 来においても首都高を安全・安心・快 適にご利用いただくため、構造物の抜本的
な対策を実施します。

具体的には、中床版など損傷部位の全面的な補 修・更 新を行うとともに、構 造目地からの漏水
による更なる劣化が進行しないよう、導水用の樋（とい）の設置や、繊維シート・防水塗装により
トンネル壁面を被覆して劣化因子を遮断するといった対策を実施します。

現在、羽田トンネルは開通から 60 年以上が経過しており、過酷な使用状況や高齢化に加え、海底トンネル特有の塩害を受けやすい環境下にあります。主に
構造目地からの漏水（海水）が内部に浸入することで、特に開削部の中床版上面では、鉄筋の腐食や消失、コンクリートのはく離等が発生しており、耐久性の
低下が懸念されています。また、漏水によって走行安全性の確保が困難となり、緊急規制に至った回数とその規制時間は、年々増加傾向にあります。

※ 完 成 予 定 時 期 は 現 時 点 の 計 画 で あ り 、工 事 の 進 捗 状 況 な ど に よって 変 更 に な る 場 合 が あ りま す 。



羽田トンネル

昭和島JCT

空港西出口

空港西入口

上り線

下り線

断面図の位置

施工計画 Construction Plan
工事 期 間 中の 交 通 機 能を確 保するため、う回 路 を構 築し、交 通を切り替えな がらトンネル部を半 断 面ずつ補 修・更 新します。
施 工ステップによってご 利 用いただく道 路 を切り替えますので、走行にご注 意ください。なお、交 通を切り替える際は、事 前に
HP 等でお 知らせいたします。

旧上り線トンネル内の更新工事完了後、下り線を旧上り線へ切り替え、
旧下り線トンネル内の更新工事を実施

上下線トンネルの更新工事完了後、下り線空港西出口を旧下り線へ切り替えて工事完了

現況

昭和島JCT

空港西出口

空港西入口

羽田トンネル

上り線

下り線

断面図の位置
羽田トンネルバイパス路

（運用停止中）

上り線高架橋を整備後、上り線をう回路へ切り替え、旧上り線トンネル内の更新工事を実施
▶ う回路確保により工事中の交通影響を軽減

工事着手
羽田トンネルバイパス路を撤去し、上り線高架橋を整備

2車線整備後1車線を整備 上り線をう回路へ切替

旧上り線トンネル内の更新工事旧上り線の通行止

羽田トンネル

下り線空港西出口を旧下り線へ切替
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上り線高架橋を整備 
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Ａ－Ａ断面

【 現 況 】
羽田トンネルバイパス路

（運用停止中）

上り線２車線 下り線２車線

【更新後】

※工事中はう回路、
　更新後は本線として運用

上り線３車線
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新設橋

塩 害 に より 損 傷 の 進 ん だ 中 床 版 を 全 面 的 に 補 修・更 新 するととも に、
新たな劣化因子を遮断することで構 造 物の長 期 耐久性を確 保します。

高 架 化 によりトンネル 内 の サグ＊を回 避し、速 度 低下の 影 響 を 低 減
すること、3 車 線 化 により空 港 西 入 口との 合 流 摩 擦 を軽 減 すること
の 2 点を通じて、上り線で生じている渋 滞の緩 和を図ります。

走 行 時 の路 面 騒 音 が 高 機 能 舗 装 に 比 べ て大 幅 に低 減される環 境 負荷 低 減 型の 舗 装 です。さらに、通 行車 両の 燃 費 が 改 善されることにより CO 2 の 排 出 量
が削減される上、水撥ねを抑制することにより雨天時におけるドライバーの視認性や安 全 性を高めます。

エコセーフ舗 装 は 首 都 高 速 道 路（株）とニチレキ（株）が 開 発
し、2015 年に採用を開始した「小粒径ポーラスアスファルト混
合物（5）」を表層に採用した舗装です。その万能さが評価され、
第 26 回国土技術開発賞の優秀賞を受賞しました。

常時、点検・補 修が 可能な維 持管 理 空間（常設 足場）を確 保します。
常 設 足場の設 置により新たな劣化 因 子を遮 断することで、構 造 物の 健 全
性を長 期にわたり維 持することが 可能となります。

非常時の避 難 経 路として、車道 空間と隔 離された安 全空間を有する避 難
通 路 を 新 設します。これ によって、非 常 時 により安 全な 避 難 が 可 能とな
り、防災安 全 性の向上が図られます。

表面のキメが細かいためタイヤのゴム変形量が抑制されることから、通行車両の燃費が 4.5％
改善されます。 また、高機能舗装よりも穴があきにくいことから、その優れた低燃費性能が
長期間持続、舗装打ち換えサイクルの長期化によりライフサイクルコストが低減されます。

Economical（経済的）：低燃費、高耐久

路面のキメを細かくしたことで路面発生音が高機能舗装よりも減少することから、周辺環境への
騒音負荷が軽減されます。また、通行車両の燃費改善により排出されるCO2 が削減されます。

Eco-friendly（環境にやさしい）：超低騒音、CO2排出量削減

高機能舗装よりも穴があきにくい上、高機能舗装と同等の水撥ねやハイドロプレーニング現象の
抑制機能を有していることから、雨天時も安全な走行環境を提供することができます。

Safety（安全）：水撥ね、ハイドロプレーニング抑制
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・トンネル内のサグを回避
・3車線化により合流摩擦を軽減
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※イメージです

※道路の構造や高さはイメージです。
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旧下り線トンネル内の更新工事旧下り線の通行止
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下り線を旧上り線へ切替

3車線を整備


